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（論文題目） Disseminationof Panton・ Valentine Leukocidin ・positive Methicillin ・resistant 

Staphylococcus aureus in Okinawa, Japan（沖縄県における Panton-ValentineLeukocidin 

陽性メチシリン耐性黄色ブドウ球菌の拡大）

（最終試験結果の要旨）

1. 研究の背景と目的：

市中感染型 (CA) メチシリン耐性黄色ブドウ球菌 (MRSA)感染症の急激な拡大が世界的

な問題になっている。米国では CA-MRSAの多くが Panton・Valentineleukocidine (PVL) 

陽性だが、過去の日本の報告ではその頻度は低かった。一方、琉球大学病院では PVL陽性

MRSAによる院内感染を経験したため、今回、沖縄における皮膚および軟部組織感染での PVL

陽性株の頻度およびその特徴を調査した。

2.研究結果 ：

黄色ブドウ球菌は499検体中 274例から分離され、そのうち PVL陽性株は 17例 (6.2%）であ

った。分離されたMRSA99例中、 PVL陽性MRSAは 12例 (12%）であった。 PVL陽性株感染

症 17例中、 14例はせつ (furuncles)あるいはよう (carbuncles) と診断された。遺伝子型の解

析では、 PVL陽性株で最も頻度が高いものが ST8(9株、 53%）であり、そのうち 7株がACME

陽性で SCCmecIVa、agn型であり、米国で蔓延する USA300型株の特徴と合致した。 PVL陽性

株の薬剤感受性検査ではエリスロマイ レボフロキサシンのいずれかに 12株が抵抗性を示し

た。

3.研究の意義と学術的水準：

以上の結果から、沖縄から高頻度にPVL陽性黄色プドウ球菌が検出されることが明らかとなっ

た。この PVL陽性黄色ブドウ球菌の半数は米国で蔓延する ST8・USA300型のMRSAであり、米

国の報告と同様に抗生剤に対する多剤耐性を示した。この結果から、PVL陽性黄色プドウ球菌に

よる皮膚感染症、とくに furunclesおよび carbunclesの治療が困難であることが予想された。本

研究の結果に基づき、 PVL陽性黄色ブドウ球菌皮膚感染症に対する効果的な予防および治療法の

確立の必要性が示唆された点は高く評価される。

以上の結果から、本論文は学位授与に十分値するものと判断した。

備 考 1 用紙の規格は、 A4とし縦にして左横書とすること。

2 要旨は 800~1200字以内にまとめること。
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